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TTAAKKAARRAAZZUUKKAA  DDAAIIIICCHHII  HHOOSSPPIITTAALL  NNEEWWSS  
 

宝宝塚塚第第一一病病院院ニニュューースス  
 

あああけけけままましししててておおおめめめでででとととうううごごござざざいいいままますすす   

この冬はノロウイルスによる感染性胃腸炎が全国的に流行しています。 

当院も急性期病院としてノロウイルス陽性患者さんを受け入れているため、 

院内感染対策を強化しています。さらに昨年の診療報酬改定で新設された 

感染防止対策 加算Ⅰを取得して、近隣の医療機関と連携して地域での感 

染防止対策にも取り組んでいます。 

一方、昨年の 11 月から外来患者さんへのお薬を「院外処方」に変更致し 

ました。「医薬分業」は厚生労働省の方針であり、薬剤師が病棟での業務に 

重点を移すことにより、より一層の医療安全体制を強化することを目指しています。患者さんには 

いろいろとご負担をおかけすることになると思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

 

小児科の常勤スタッフは大室和代アレルギー科部長、阪田まり子小児科部長、森寛副医長の３名です。あと 

外来応援を阪大、兵庫医大などにお願いしています。 

外来では一般外来の他特殊外来として予防接種（森）アレルギー外来（大室、森）小児神経（阪田) 腎臓外来、

乳児検診、育児相談（服部）を行なっています。地域に根ざした病院として平日は午前 9 時から午後 5 時まで、

土曜日は午前 9 時から 12 時までの受付をしているため、流行している疾患によって患者数は変動します。また

保育所で体調を崩して受診される方も夕方には集中します。こういう中で感染症の種類により待ち合いの場所、

消毒方法などを使い分け、院内感染が起こらないように注意しながら診療しています。 

病棟は５階に 4 人部屋を 3 室、小児科部屋としています。プレイルーム、幼児用トイレがあり、また壁や詰所

内の装飾で子供達が楽しく治療をうけられるように工夫して頂いています。疾患は呼吸器感染症、消化器感染症

が大部分ですが、Ⅰ型糖尿病、ネフローゼ症候群など慢性疾患の子供が入院することもあります。また感染症や

易感染性で個室管理が必要な場合は５階以外の病棟にもお世話になっています。入院して病気を 

治すのはもちろんですが、薬の飲ませ方、離乳食のすすめ方などちょっとした育児指導も行なって、退院後も 

親子とも順調に成長して幸せになってもらいたいと願っています。 

 

小小児児科科ををごご紹紹介介ししまますす  

2013 年 新年号 

 

院長 那須範満 



 

当院は、感染防止対策加算 1 および地域連携加算を取得しております。地域の医療機関と連携を結び、感染対

策に対するネットワーク作りや相互評価、定期的なカンファレンスなどを通し、地域における感染防止に努力し

ています。 

冬季の医療施設にとってインフルエンザとならび警戒を強めなければならないのがノロウイルスによる感染性

胃腸炎です。特に今年度は、「変異ウイルス」が発見され猛威をふるっています。ノロウイルスはヒトからヒトへ

の感染力が極めて強く、ひとたび発症すれば激しい臨床症状を伴います。経口感染だけでなく、接触感染、飛沫

感染、空気感染までを視野に入れた対策が必要になります。ノロウイルスの院内伝播を防ぐには、全職員が一丸

となって取り組むことが重要です。 

 

【ノロウイルスの特徴について】 
●感染力が強い 

ごく尐ないウイルス量（10～100 個）で感染が成立する。 

便 1g 中に 1 億個以上、吐物１g 中に 100 万個以上含まれる。 

●小さいウイルス 
 非常に小さいので便や吐物が乾燥するとウイルスが空気中に 

舞い上がり、嘔吐物に含まれるウイルスの吸入による飛沫・ 

空気感染も示唆されている。 

●しぶとく生き延びる 

20℃の乾燥環境で 3～4 週間生存。発症後 1 週間は便中に 

ウイルスを排泄する。 

●感染から発症までは速い 
潜伏期間は 1～3 日。突然発症し、半数以上に嘔吐を認める。 

●アルコールが効きにくいウイルス 
 吐物の処理や環境の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム（塩素系の 

消毒液：ハイターなど）で行います。 

 

急性期病院において、ノロウイルスの感染を完全に防止することは丌可能です。誰かがノロウイルス胃腸炎に

罹ったら、二次感染を最大限に防止しなければなりません。「私は関係ない」は通用しない感染の世界です。日頃

からの正しい手洗いが必要であり、ウイルスの特徴から、手洗い・適切な個人防護具（手袋・マスク・エプロン）

の使用・正しい排泄物の処理・環境整備が重要になってきます。特に便や吐物の処理は、処理をする人自身の感

染と施設内の感染拡大を防ぐため、適切な方法で迅速に確実に行わなければならないものです。 

感染管理認定看護師 雪田智子 

 

当院では、入院中の患者様へご家族様やご友人からのメッセージを無料でお届けする 

「お見舞いメール」を受付いたします。（平成 25 年 2 月 1 日より） 

遠方にお住まいでなかなかお見舞いに来られない方や、毎日でも励ましや 

お見舞いの気持ちを送りたい方など、どうぞご利用下さい☆ 

温かいメッセージで、患者様を元気づけて下さい（*^_^*） 

＊当院ホームページのお見舞いメール専用フォームよりお入りください。 

お見舞いメールのご案内 

感染管理認定看護師より～ノロウイルスを予防しよう！～ 

ノロウイルスの感染経路 


